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1 9 0 7 - 3 1 年における大連港を中心とする紙類の流通

宋 芳 芳

Abstract
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principalallicleimportedtru10ughDalianPort･

ThisstudyisaresearchonanallrsisorthechangeinquantityandvarietyorPaperimported

throughDalianPort(1907-31)toshowthechangeofpaperneedinManchuriaandtoreveal

thecommercialnetworkbetweenDalianPortanditshinterlandbasedonstatisticsorChinese

MaritimeCustomsandtheSouthMaIIChuriaRailWaI･･Co111pallI＼

Firstly,thetotalvalueorPaperimportedthrough Dalianportwassuperiorover

NewchwangPort(Yingkouport)ltrom 19241ButNewchwangportremainedsuperiorit)･rin

ChinesePaperimportandDalianportwasthemainrouteorI-oreignPa perim port･

Sccondly･,the､-alueorimportedChinesePaperandttoreignPaper i n creasede､-eryplpea r,bu t

thettoreignPaperincreasedmoreanditcXceededChinesePape r from 1926according th e

totalvalueinthreeportsofSouthManchuria(Dalianport,Nc､＼,chwangPortandAnd o n g

port).TheconsumptionorChinesePaper(eg･一ossorlノOhili)andforeignPaper(eg.printing

paper)showedthesocialchangeinManchuria･TheconsumptionsolPar)erorcitiesalongthe

SouthManchurianrailway"･eredilrerentbecauseorcultural/economic/inhabitantmember

difrerence,

Finallyr,thecommercialnet≠･'orkinPaperbetweenDalianportanditshinterlandwas

strongerthanthatinCottonPiceeGoods.ItshinterlandnotonlyincludedYingkou,

Fengtian(Shenyang),butalsoHarbinwhichbelongedtothehinterlandorVladivostokport.

キーワー ド･-･･大連港 南満州鉄道 中国紙 外国紙 焼紙 印刷用紙

はじめに

本稿では満洲事変までの大連港を中心とする紙類の流通を分析するo またそれ と密接な関係

にある ｢満洲｣地域における紙類の需要の変転を検討するO

製紙は､中国古代の四つの発明のひとつとして､世界に知 られている玉)Q F滴洲｣地域では､
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木 材 な ど製紙 資源 が慶富であったものの､呈931窄までは製紙業は未発達だったため､主に地域

外 か ら輸 移 入 された､｡潤洲族入関以前の r満洲Jには､祇類は主に朝鮮からJ欄 滴 と開市貿易

で稽得されており､紙類についての厳 しい統制が行われていた:満洲族入間以前の墳料である

『磯文老朽ゴ‖ま､明の遼東地方官禰細 目公文及び高麗紙が使われたとい う2㌔

20tt摘己以前においては､半荘が ｢満洲｣地域における唯-一一LTl条約港 であった.｢汽船に上る祇

類の輸移入額についての海関統計がある｡ただ 1900年01ロシアの半荘港占領以前には､ジャン

クによる移入額は常関統計がないので､実際に半荘港に輸移入した紙類の総額が不明である.｡

このような統計 上の問題を踏まえつつ､1898年から 1900牢までの牛荏港の紙類LO輸移入額を

検討 し､20世紀以前の ｢満洲｣地域における紙類流通状況の-塊を見ようQ旦鳥9護牢の寧荘港紙

類の輸移入総額は 204,545両であった｡1899年は､1898年 1.6倍に増加 し､317,203両に上っ

た01900年には義和団運動の影響を受け､189S牢の半分以下に減少 し､それぞれ 120,897両に

激減 した｡その うちの中国紙の割合を見ると､86.2%､76.1%､93.1%を占めていた｡このよう

な中国紙の移入の優勢は､｢満洲｣地域の中国紙に対する消費需要構造を反映 したものである｡

責めた｡及900牢には､ジャンクの貿易額 も加わって､焼紙の 割合は､23%に上った3㌔

1907牢の大連港におりる大連海関の設置､安東港での安和毎関の設置によって､｢南満洲｣

には半荘､大連､安東の三つの開放港が揃 った､､紙類の輸移入i)､かつては半荘港が唯一一･一のル

ー トだったが､多元化的な流通/レー トに転換 した､｡中国紙を中心とする半荘港と､外国紙を中

心とする大連港とい う流通構造が形成された｡

背後地における紙類に対する需要構造の変化に伴い､1920年代の半ばから､大連港の ｢滴洲｣

における主なる紙類輸移入の港としての位置が確立された.｡

一 大連港における紙用の輸移入

以下において､まず 1907牢大連海関設置以前の大連港紙類輸移入状況を見よう.二次に､海関

史料を利用し､1907年か ら 1931年までの大連港を中心に､大連港の貿易構造における紙類の

位置､大連港の中国紙 ･外国紙輸移入構造､大連港の紙類輸移入の仕入地別及び大連港輸移入

の紙種別ごとの推移を検討する｡その上で ｢南満洲｣三港の総体的な状況のなかで大連港を位

置づけつつ､その構造を実証的に検討 しようO

l 大連港貿易構造における絶類の位置

紙類は､大連港輸 移入晶のなかでの割合は低いものの､｢満洲｣に暮 らす住民にとっては欠く

ことのできない必需 品 で あ っ た O 紙類の輸移入についての資料は､1898牢のロシアの大連港間
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故から 1907年の大連海関設置までについては､断片的なものしかないQl醐2軍には､輸入 総

額の4,8号6号126留の うち､東榎の輪移入額はわずか 1303留であった4㌔ 1913年には､704,296海

関両で､輸移入総額の 1.()t!/Oを占めていた:lL)31年まで､最高の輸移入額は 1930牢の -i.967,636

海関所持.7%)で､大連港輸移入総量に占める割合は､最高が 旦915年と 1931年の2,9%である｡

各軍の輪移入額をみると､大体増加する趨勢を示したことがわかる5)0

l 大連港における中国紙と外国紙の割合

招) ｢南清洲 ｣ 三溝における中国紙と外国紙の割合

｢南満洲｣ 三港輪移入の紙類の総額をみると､1913年の 2,217,080海関両から､且930年の

7,304,061海関両-､三倍に増えたことがわかが )0

その うち､図 1で示したように､中国紙移入は､1925牢までは外国紙より多かったが､1926

年から外国紙の輸移入額の方が､中国紙を超えた｡

図 l r南満洲｣三港における輸移入紙類外国紙 と中国紙額及び割合 (単位 :海関両)

出典 :『北支那貿易年報』 (南満洲鉄道株式会社総務部調査課 (大正六年 一一昭和五年上編) 南満洲鉄道株

式会社､1919-1931年)各年度 より整理作戒｡

注 外国紙 と中国紙の輪移入額が 1917･1930年L,

また､1917牢を基準とすれば､1930牢に外国紙は2.93倍に増加し､中国紙は 1.09倍になっ

たことが分かる.｡中国紙類の移入額が一一定の規模を保っていたのは､大連港の背後地において

中国紙の伝統的な消費習慣が強く維持されて いたことを反映 している0 --万､外国紙の増加は､

新聞などを代表とするメディアなど近代的な生活スタイル-の変容の結果でもあったO
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榊 V南満潮 ｣ 三港輸移Aの中国紙と外国紙をめぐる大連港の位置

図 2 大連港輸移入紙類及び ｢南満洲｣三港における割合 (単位 海関両)

Hl喚 :図 1に同 じL､

図 3 大連 港 輸 移 入 外国紙 及び ｢南満洲)三港における割合 (単位 海関両)

出鞄 :図 1に同 じL_､

図4 大連 港 輸移 入 中国紙 及び ｢南満 洲 ｣三港 にお ける割合 (単位 海関両)

出敗 :図 1に同 じ｡
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図2で示したように､紙類の輸移入における大連港の優勢が1924年を境として確立した.〕1924

卒以前は､太連港の南滴洲三港における輪移入砥類の割合は三､四割であったが､1924牢以降

は大体五割以上を占めることになった.)

中国紙と外国紙を図 3により比較すると､大連港が ｢南滴洲｣三港のなかで主要な外国紙橡

移入港であったことがわかる.二1917-22年の間には､六､七割を占めた.二1923牢以降は､八割

以上を占めた.〕

中国紙の場合は､半荘港が優勢であったが､大連港がその割合を徐々に増加させた､つ図 4を

見ると､1918-23年には一割 ぐらいであったが､1924牢には二割 となり､さらに 1929年､1930

年には三割になった〕

(3) 大連港の紙類輸移Å仕見地別の比較

第･一世界大戦以前は､｢満洲｣における外国紙は主に ドイツ製紙であったe第---一次世界大戦期

に ドイツ製紙は減少 し､代わって日本取結類の割合が増加 した.｡大連港輸移入紙類の主要仕入

は､92.3%を占めていた7㌔

(4) 紙の種短の変遷

① 中国紙の種類

中国紙の種類は､海関の分類によると､早期には､･-,･･等､二等､焼紙であり､後期には､上

等品､中等品､下等品､焼紙､其他､廠製紙(機械製紙), 藁板紙､壁紙などであったO-等紙

は紙質が白く書画周のもので､二等紙はそれ以外の粗紙であった8)｡連塵紙､宣紙を一等紙､

毛辺紙､虎紙などを二等として扱っていた9㌔

表 1で示したように､｢南満洲｣三港移入の中国紙の種類は､中等､ーF等品が主であった｡ま

た､焼結は中国紙移入額の-一割を占めた｡これは､rp満洲｣における中国紙の消費が､中下等紙

と焼紙を中心としていたからであるL,r満洲｣地域では文化用紙より､生活用紙の方を主 として

いたことが特徴である､｢

上等紙の割合は少ないが､年々その割合 は 増加の趨勢を示した｡1915年には 12,2%であった

が､1929牢には22.5%に増加 した.｡これは､文化用紙の増加の 趨 勢を反映 したものである｡

大連港に翰移入された中国紙の種類は､ ｢南滴洲｣三港全体 の趨勢と同じであるO

一147-



1907-3昔年における大連港を中心とする紙幣の 流 通 (莱 )

嚢 i 中 国 紙 移 入種別の割合(%)

｢南濃湘 J三 幸 中国紙 移入檀 別の割 合 大連港の中国紙輸 入檀別の割 合

1915年 1ウニ0年 l925琴 tt)30年 19ほ 年 i920年 t925年 1930率

上等 品 12_2 16_7 王9/6 l櫓.i 20,日 0.3 25.9 9.5

中等 品 l5▲6 22l 26_3 26.2 77.2 L3 45.6 2凱 3

下等 品 0.0 4.0 l6A 39.2 O十0 臥O 20.9 47.4

焼紙 6.6 9ー3 lot) W.6 1,4 O.= 3.5 臥4

出鵡 :1915年､1920年､1925年J)デーL-タは､『清洲に於ける紙の需給と別紙 1二隻｣7(満鉄調査溝料 第 111

編､南浦洲鉄道株式禽杜庶務部調査課編､1929年)､1930年J)デー-タは 『.;満洲留鳥詳細統計jrl(南滴

洲鉄道株式会社庶務部調査課､畳931年)､南滴洲中国紙総額 『北支那貿易統計』(大正六年一昭和瓦

牢上編)(雨滴洲鉄道株式会社総務部調査課､1919-19311EF-)より繁用作成｡

注 1:『滴洲簡易詳細統計』により中国紙種別による合計数と､『北支那常易統計』に記救 きれた年度中国

紙輸入結締は､不--致である√割合の算法は､1915年上等紙を例とすれば､1915年商満三港上等品

合計額/南滴洲輸移入中国紙総額 *旦00.以下,外国紙の算法も同 じであるO

注 2:1915年度雨滴洲輪移入中国紙総額が不明で､各種輝紙の合計によるものであるQ以下､閉 じであるQ

表 iZ 大連港における外国紙輸入種類の割合 (qi',)

｢爾潤郷｣三港にお け る大連 港 の割 合 大連 港外 国紙 総 額 にお ける種類 別 の割 合

i915 1920 旦925 1930 翠均 1915 1920 1925 l930 軍均

巻埋 草用紙 loo,0 83.3 95.9 I,9十や 0.0 15,0 9.2 9.7 凱5

啓通 印刷 紙 l(JO.0 79.2 丁半.ご 9且.1 87.1 二4.4 18.7 24.7 29.2 24.3

池光轍 i(JO+0 95,5 tJU.9 7l,8 いり 5.7 且臥 l 2.8 確.7

包 装用紙 .褐色 叉 は色付 80.8 8臥7 65.6 89.0 8且.0 4.5 2.2 2.9 3,7 3.3

印轟u周紙 * 1(佃,0 98,7 9乱8 74.4 0◆0 9.9 21.8 17,7 12.4

#66 loo.0 100.0 91,7 93.6 96.3 2,5 二､9 6.8 3,5 3.9

渓画用紙 ､ア- 卜新娘 ,頗 行弊紙 ,尊慮暁 等 lO(LO 100.0 50.9 25.4 69,i L2 3.7 ヰ+i 3dt 3十l

箪嘗己頗鱗 0.0 9凱之 ご寸､吋 什O けり 0.0 芝.5 0.6

製歯周板紙 0,0 97.8 24.5 O十O 0.0 0.0 5.9 I.5

田本鮭 loo,0 100.0 99.4 74.9 lこl14 19.4 6.2 4.4 10.9

化粧抵 100.0 fOO十0 100.O 100.0 100.0 7.3 日,ヰ 5,2 5.7 7,i

碓遁輯 94.5 23.6 0.0 0.0 0 u.9 3,0

出典 :表 lに同じ｡

注 :* メカニカル ･ウッ ド･パルプを用いていないt)J ) こ

② 外国紙の種類

-1481



現代社会文化研TtNo.17 2010年 3月

タをとり上げ､種類別に検討しようo衷 2で示したように､特に板紙､巻煙草用紙､印刷用紙

(普通とメカニカ･,L/･ウッ ド･パ′レプを用いていないも)の二種類)､藁板紙､Fl本紙､化粧紙な

どは､ほとんどすべて太連港から輸入されたことがわかるO

大連港に輪移入された外国紙を種類別にみると､童に印刷紙､板紙､巻煙草摺紙､日本紙､

ていた｡ メカニカ′レ･ウッ ド･バルブを用いていない印刷紙を合わせると､四割ぐらいを占めていた｡

二 消費紙類の中国紙から外国紙への転換

｢南滴洲j三港の輸移入額を見ると､1926年までは中国紙の移入額が優勢であり､それ以降

は外国紙の輸入額が優勢であったO中国紙では､焼紙､中等､下等晶などの生活用紙が主であ

った｡外国紙の使用目的は､印刷続が代表的であった｡消費紙類の転換は､生活スタイ′レの変

容を反映 したものである,,ここでは､紙類消費額の推移と構造の変化を､紙類の開遠に沿って､

詳 しく検討 しよう〕

J 焼紙tLいllL,ll)

1910牢代前期まで､｢満洲｣における中国紙の移入額は年額約 150()万両で､その四割は焼紙

であった10㌔ 1920年代には ｢南滴洲｣三溝における焼紙の移入が中国紙U}-割を責めた｡これ

を紙類総体に占める割合からみると､19世紀末から20世紀初期の半荘港時代には､一､二割

を占めていたが､1910牢代以降は一一割以下に減った.｡1923牢の 6Qp/.をピー クとして､以後は減

少 し,1930年には 3.7%になった‖)a

焼紙の移入額が一定量を維持 したことは､｢満洲｣における伝統な社会風習が容易に変わらな

かったことを反映 したものである｡一方､紙類総輸移入量における割合の減少は､新たな近代

的な紙類消費が浸透 しつつあったことを反映 したものであるO

焼紙は生活済紙 として ｢官牽紳商農民何れも均 しく使用｣12)していたO｢滴洲｣における湊族

民間社会は毎年陰暦正月十五日と祖先の忌日に必ず焼紙を燃や した｡又老人が亡くなった時や

親戚故友を弔祭する時に必ず境紙を購入したO焼結の多寡により貧富が区別された,_,

漢族の葬儀で使われた紙の風俗は､以下の通 りである.｡

一般的な例として､人が亡くなった後､遺族は直ちに紙製の橋を門外で焼き､叉門扉には白

ことを知らせる習慣があった∴死後三日まで守制の儀式か済むと､その夜には紙製の車馬や､
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第瀞 等 を街道 に送 り出 し､焼 き棄てる ｢途 三 ｣ とい う風俗があった均し3三日目に出棺 し､墓地

に行 く途 中に寺廟 ､井戸､若 しくは辻等が あ れば ､紙銭､祇棟などを焼いた｡ これは魔鬼を払

う為 と称 され た が ､死者の梯れを他に及ぼ さない意味もあった且4)｡墓の前に紙銭を焼き､三十

五日目には紙傘を焼き､六十 日目には､祇船故紙橋を焼き､育ll目には封筒の表面に子孫の名

を詑激 し､その中に銀鉱及紙銭を入れ､屋外でそれを焼き捨てた瑚O

に土を添え､紙銭を焼く風俗があったO中元､下元のこ節には,お墓で紙製の衣服を焼いたo

漢族はこれを送寒家 持 ンハンイ-)と称 した｡死者に冬衣を送るとい う意味があった16㌔

中国紙は､これ らの習俗を行 う上で欠かすことの出来ないものであった｡

2 壁用紙

｢満洲｣における中国人の生活のなかでよく使われた紙類の用途 として､壁や天井に張った

建築用の紙がある.- 中国紙の窟紙や､育新聞紙､外国紙の壁紙などがよく壁用紙 として使わ九

たL〕

｢ヨ本半荘領 事 館 の 1902牢の報告によると､2()世紀初期の半荘における家屋の構造は､土蔵

的な建物で､天 井 は 高 梁U)幹を組み立て造られ､天井及壁は所謂覇紙のようなもので表糊 した､､

従って寧凍その消費が増え､供給が足 りなくなることがたびたびあったとい う星7)0

旦920牢代の ｢磯洲｣における中国人の家の建築においてほ､青い家屋の室内の壁には下塗 り

藁漆喰を用い､上は馬糞紙様の中国紙 と石灰を混入し､石灰の汁を使って醐粉塗 りを加えた｡

そして､多くは紋様のある壁紙を張 り､あるいは古新聞を張った｡各室には南東のいずれかの

方面に窓があって､二枚の障子があった｡上流層は窓に硝 子をはめ込んでいた.｢普通に窓に使

われた紙には油紙や 白紙など朝鮮紙に似た厚い文末なものである明｡

ロシア の 牛 荘 占 領 期には窟紙について､以 下のようなェピソ--ドがあった(｡】901年には､ロ

シア民政 庁 は 半 荘 港及び附近の村里に布告 し､清潔法を実行した｡その一段階 としては､各戸

に壁及び天 井 の 壁 紙を張 り替えさせ､また天井のない家には新たに天井を設けさせたので､壁

紙の需要がにわかに増加 し､各紙舗の供給に不足をきたしたとい う､｡.金融為替相場の暴騰に加

えて､寓紙､甲紙の価額がますます騰爵し､四割-分増加 したとい う19㌔

外国紙の壁紙 も輸入されたが､紙頬輸移入総額の 0.1?,/GMO.二号もの間であり､輸移入総額は変

動が激 しかった.〕

3 包装用紙

包装用に使われた紙は中国紙で､甲紙､草紙､毛辺紙､毛頭紙などがあり､叉青新聞 紙 も包
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装用としてよく使われた｡

｢潤洲｣における包装用の紙 として､最初は､甲砥､草紙などの中国紙が使われたが､青新

聞紙の輸移入とともに 1907牢頃から前者の需要が減少 し､後者の需要が高くなった｡,

呉服類等の包装としては中国紙の毛辺紙､毛頭紙等の下等晶が多く使われた20)0

l 印刷用紙

外国紙の大宗である印刷用紙に対する需要の増加は､大連港の背後地における近代的な文化

事業の発達を反映 したものである.Jその輸入は､ほとんど大連港経由であった.Tl

印刷用紙の用途の一･一つは､新聞用紙である｡近代 ｢満洲｣ における新聞の発達は､この印刷

用紙の消費高を反映 したものであろう｡｢満洲｣における新聞の状況は､創立と廃止があいっい

だのでとても把握 しにくいO李相哲は 『滴洲における日本人経営新聞の歴史』 紺 で､満州にお

ける日本語新聞 (日刊紙)を整理 したが､それから漏れたF]本語新聞紙 もある.｡また､中国人

やロシア人､欧米人経営の新聞については触れていない｡｢満洲｣における新聞の全体像はまだ

不明であるo不完全ではあるが､筆者の作成 した統計によると､1900131年までの ｢満洲｣に

おける新聞 ･雑誌 ･通信は､349種にのぼった22㌔

中東鉄道のロシア語機関紙 ｢吟爾賓日報｣(ハルビンスキーウェース トニク)は､筆者の見る

限りにおいて ｢満洲｣における最 も早くfり行された新聞である｡二番目の新聞は､大連で 1905

牢 1(ト月 15日に創刊された日本語新聞 F遼東新報｣ である__,これは､1905牢5月5日に大連居

住の末永純-郎が大連遼東守備軍司令部より発行の特許を受け､発行 したものである23)Oその

後 ｢清洲｣各地に新聞 ･雑誌が相次いで刊行された､〕言語はロシア語と日本語のほか､中国語､

英語､朝鮮語､蓑古語が用いられた｡

1931年までの発行部数 50()(1部を超える新聞についてみると､大連で発行された日本語新聞

r満洲日報｣､｢大連新聞上 中国語新聞 ｢泰東日報｣､｢満洲報｣､-ルビンで発行されたロシア

語新聞 ｢ルーーボル｣､｢モルワ｣｢エホ｣､｢ダンパオ｣､｢コムメルチェスカヤ ･ボチタ上 ｢-ルビ

ンスコ工 .グレー ミヤ｣､ロシア語と英語の [ゲロリド･ハルビナ｣､中国語新聞 !大北新報｣

｢国 際 協 報 (Thelntemational)｣､奉天で発行された日本語新聞 ｢奉天毎 日新聞∴ ｢奉天新聞∴

中 国 語 新 聞 ｢盛 京 時 報 ｣､ ｢醒 時報｣､｢東報｣､ ｢東三省民報上 ｢奉天市報｣､｢新民晩報｣などが

挙げられる｡そのなかで発 行 部数が一 番 多 いのは ｢満洲 日報j 24)である｡i93且帝京には､九万

部を超えた.っ中国語新聞で発行部数が一番多かったのは大連 で発行された ｢満洲報｣であり､

1931年末の発行部数は六万部であったt,中国人経営の新聞のなかでは､｢新民晩報.｣ の発行部

数が-番多く､1930年末の調査によると､四万七千部であった25㌔

このような新聞の勃興は､｢満洲｣地域における民衆文化の向上と近代文化事業の発達を反映

したものであった.
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表3 ｢満洲 ｣ における新聞の統計 (都市別)

1908年 来 l919年青 19ごl年末 i923年末 1924年来 l925畢束

大連 4 1 9 9 5 9

牟荘 2 2 ニ 3 3 3

安東 3 1 1 3 3 2

熱河 1

赤城 1 i

濠鱗 i 1 1 1 i 2

審 究 4 ま2 8 9 9 8

撫順 i i i i

本感潮 1 王. i

錬 ≡ 3 2 3 2 =

関原 1 2 2

四平衡 i i 1 1

軒家屯 i

公童嶺 I 1

長春 i 7 8 5 1 7

宮林 3 8 6 5 6

龍井村● 2 2 2 2 2

周子衝 呈 i

ノ､′ ヰ 13 23 20 呈8 2ま

青 首略号 3 3 2 I 3

鼎河 2 2 1 A 1

濁郷里 4 2 旦 里 i

出典 :】908年末時点の資料は､｢附録香港｣JÅCAR(アジア歴史資料センター)Ref.BO2130818300(55

百一56頁)調書 ･情報局 ･晴国二於ケル新聞紙二間スル調査/明治 42年 1月印刷 (外務省外交史

料館)0

1919年末時点の資料は､｢支那各地新聞要覧｣JACAR:BO2130798800(第 539-540画像 目画面､99
1101頁)調書 .情報局 ･支那 (附極常酉比利亜)ニ於ケル新聞及通信二関スル調査/大正 9年 9

月印刷 大正 8年末調査 (外務省外交史料館)

1921年末時点の資料は､r支那 (附香港､西伯糾)ニ於ケル新聞紙統計表｣JAC:ヽR:BO213O799')00

(151-153頁)調書 .情報局 ･支那 (附香港西伯机)ニ於ケJL新聞通信二関スル調査/一大正 11年

6月印刷 (外務省外交史料館)

1923年末時点の資料は､ ｢支那各地新聞要覧.り ACAR:BO2130800800(第 236画像 目､281百)調
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書 ･情報局 ･支那 (附香港)ニ於 ケIL新聞及通信二間_て･′し調査 ノ/七~it=_1_1年 _1日印刷 大正 12年末

現在 (外持古外交史料館)

1327画像 日､169-172頁)調書 ･情報局 ･支那 (附香落)ニ於 ケル新聞及通信二関ス′し調 査/大正

14年7月印刷 大正13年末現在 (外務省外交史料館)

1925年末時点の資料は､r支那 (附香潜)ニ於ケル新聞通信統計表｣JACAR:BO2130815700(第 423
---425画像 目､185-189百)調書 ･情報局 .支那 (附香落)ニ於 ケル新聞及通信二間ス/し調査/大

正 15年 7月印刷 大正 14年末現在 (外務省外交 史料館主

地域別紙類消費とその特徴

l 紙類の取引

中国紙と外国紙の輸移入の構造的な変化に伴い､紙類取引の中心地は営口から大連に変わっ

た｡

lll 営口

クが築かれた､〕紙類の取引も営口特有の金融制度である過炉銀を使って行われた｡1910年代に

は営口から輸移入された紙類の販路として､東は大孤山､大東溝､西は錦州､山海関に達 した

とい う｡ 26)

営ljから祇類の仕入を行 うのは､多くは奉天､長春､吉林などの商人であったOあるい は ､

奥地に産品を運送 し帰 りに仕入れる商人であった｡奥地から直接仕入れる商人は少な か っ た｡27)

鉄道開通以前は､遼河が牛荘港と背後地を結ぶ主要な交通ルー-トであった｡遼河沿岸の 遼 陽 ､

通江子､法庫門､奉天､鉄嶺など-の発送は､直接に船便で行われたが､沿岸ではない長春､

書林など-の発送は､馬車を使ったO.馬車は大抵六七頭ひきであった｡冬には道路が凍ったか

ら馬車を使いやすかった｡--貨車40(10余斤を満載出来た｡夏には道路が泥棒化し､歩きにくか

ったので､わずか 1500余斤でも積載出来なかった｡その日数も､夏は冬に比べ三分の.I-ほど多

くを必要とした咽 ｡

紙類の取扱いには季節毎の周期的特徴があったO春秋の二李に取引額が多かったO前期は開

河 (三月未)より五月､後期は閉河前 (十一月)より一月であった｡その原因は､主として消

費習慣によるものが大きかった｡生活用紙として､陰暦十月頃需要期に入 り､年末に近づくに

つれて､需要量が増加した｡陰暦正f‖こ至り需要が減少した｡四月に入り祇類の需要が少な く

なり､五月五 日､八月十五 日等祖先を祭る時期には焼紙など弔祭用紙の需要が多くなった29)0

ミ:･ 大連

外国紙を中心とする大連港では､外国紙の取扱は､主に大連の 日本商人により行われた.｡1920
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隼代には､外国紙輸 移 入が祇類輸移入全体のなかで中心とな--:'た 大連商 業 ネ t:' トワ-一夕は祇

類流通の主導権を握 ったO大連背後地との間の流通ル- トを見ると､田本 製 品 の 場合は､大連

における総売捌元である問屋から､全 ｢漕洲｣の太きな紙屋-直接流通させ て いた｡ほかの紙

屋に対してはさらに第二､三流の紙屋の手を経て間接に供給された0第二流 どころの紙屋が直

接 円本に注文することは皆無ではない ものの､その額は少なかった.､日本では製造されていな

い特殊紙あるいは生産 し.ているが為替その他の関係で外同晶を有利とする場合は､日本内地の

主として大阪における紙商または-ルビンの英独商から直接輸入した.1

且920年代に大連における-流の砥商は､富士製紙販売店の山田洋紙店大連出張所､樺太製紙

-.一手販売店の大同洋紙倍大連出張所､ 日本各社の製品及び外国品の販売店の荻原商店大連出張

所であった｡｢滴洲｣に輸入された外国紙のほとんど 畠0%は以上の三店の輸Aによるものであ

ったOこのほかに､北越製紙の丸太､王子製紙の中井､日本製紙の丸-､各社製品を取扱 う太

一があり､牢数回出張員を派して輸入を していた｡取引量の 70--80%は中国人であるが､｢満

州｣における大小日中の各紙商は､すべてこれ等の諸店から配給を受けた30㌦

1930車代には日本国内製紙業の合併が行われた,,王 千･番Li二･樺太の 三 社 が 1932牢秋に合

併した｡その影響を受けて､1936年 】1月に大連における富士 ･大同 .中井LTl三店も合併 し､

日本洋紙株式会社が設立されて､外国紙の供給が--元化された31)0

2 絶類の地域別 消 費 量

1903牢の中露合弁鉄道 東浦鉄道南澗洲支線の開通までの間了卜荘港や大連港などの港湾から

輸移入された統領は､主に河 と馬車などによって背後地に輸送された.二.

鉄道の開通により､鉄道が港と背後地を繋ぐ主要な交通手段 となった.__,鉄道の貨物統計から､

港 と背後地の関係を検討できる｡以下主に南満洲鉄道会社の統計を利用 し､その実態を解明 し

よう0

1914-31牢の大連発各主要駅着の紙類の割合は表 4の通 りである｡

その割合によると､大連発航類の主要着駅は長春｡奉天 ･中東線 ･営口である､つ首位は以下

の通 りである｡1915牢11919年及び 1929年.1931牢の間は､長春が首位であったL,1914牢､

1921牢--1928牢は奉天が首位であった.｡1916年及び 1920年は中南棟が第一一であった.｡これ ら

の変動は､各駅を中心とする商業範囲の祇頓の消費変動を反映 したものであった｡

1914から1931年までの18年の貨物別の大連発営口駅着平均割合は､紙類が 107/Oで､綿織物

が 銅 %である開｡著しい特徴として営 口駅 巻紙 類 の割合は綿織物の場合より少ないことがわか

る､)これは､紙類に関する大連 日本人商人 の 商業 ネットワ-一夕が綿織物 と比べ て 強 い ことを示

していた.｡特に 1926年以降になると大連港 の祇 類輸移入が主導権を握 った.｡大連党営 ｢｣着の割

合も一････-一書り以下となった｡紙類販売において営 rj商業ネットワ一一クの衰退趨勢がはっきりした,1
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表1 大連 発 各 主 要 駅 着 紙 頬割 合と合計 噸 数 (単 位 : (莱)噸)

奉天以南到着 奉天以北到着 合計

関衆州 営口 奉天 針 &* 関原 塵春 中耳練 針 (米書噸)

1914年 12.6 12.9 24.2 56.≡ 4,6 1.7 14.5 19.I 42.6 4,523

l9ほ 年 li.6 16.2 13.9 50.3 3 ≡.8 u 21.5 49.4 6.ご76

1918年 i4,2 18.6 l臥3 57.5 3.9 1.1 30 4,3 41.6 6,506

19ご0年 18.3 8★7 27.7 65.9 i.4 4.1 15.8 33.3 0 4,633

19ご=年 415 9 29.4 48.i 2 5.2 21 13.4 ヰ→8 15十6::6

19ご4年 3.7 王i.2 26.8 47.2 L6 6.7 19,5 15.2 51十5 ご1,560

19ニ6年 4.8 6.3 30,7 47.8 L3 4.6 17.2 18十6 51 ニ4,186

19ご8年 5 7★5 32.9 54.2 1 3.3 17.6 12★3 45 ニ6.639

出典 :｢海港及奉天､長春各駅発著重要好物噸致 (大連発著ノ分)｣1914-3】年度 (南満州鉄道株式会社編 :

『統計年報』(明治四十年一昭和六年)復刻版､竜渓蕃告､1991年)より整理､作成Llなお 『統計年

報』の 1914-29年の単位は､米噂である｡1930年､1931年L7)単位は鶴であるが､全部米噸に統-･･-し

たQ

表 5 紙類の各駅 総 着 数 における大連発各主要駅着数の割合 (%)

宮口 奉天 &@ 関原 鼻摩 中贋線 安東及沙河東 合音十

1914年 9L4 83.tl 35,7 7.8 14十9 49.7 0.0 33.1

1916年 94.i 53.2 37.も 16.3 =0.0 49.8 4.5 37.5

1918年 85,4 43.3 33.7 4.5 23.3 30.0 ヰー9 2臥7

19ニ0年 81.3 51.0 * 12.5 l3,7 22.5 i.6 26.3

19二二年 94.7 81.8 43.9 34.5 41.0 44ー8 49.4 49.0

f9ご4年 97.7 84.5 49.i 56.i 55.9 4臥5 43十5 58.5

l926年 90十7 83.6 48十8 43,7 52.0 51,i 36.2 57.尋

19ヱ8年 69.1 77,7 39.6 52.6 48.9 49.6 24.2 52.や

出典 :｢重要好物発音噸救 ｣､｢各駅重要貨物到蓄噸数｣､r海港及奉天､長春各駅覚書重要練物噸救 (大連

発着ノ分)｣各年度 (南満州鉄道株式会社編 :『統計年報』(明治四十年一昭和六年)復刻版､竜渓書

舎 1991年)より整理､作成Oなお､｢*｣の鉄嶺の場合､1920年に大連発鉄嶺昔は 63噸で､鉄嶺駅

総巻数は､5□7噂である､口の数字は不鮮明である｡その割合は 10.50.-12.4%ぐらいである｡

次に､各駅着総 トン数の推移における大連発 の割合をみよう.,表 5により､二つの点を指摘

できる｡

①営口駅 と奉天駅着の紙類は､ほとんど大連発であり､中東繰行きも主に大連発である｡ し
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か し現象 として類似 していでも､必ず しもその意味は - -致 していないO営口は､直接的な消費

地ではないから､大連発営 口着統領の多くは営[lの中国商人の流通 ネッ トワ--クにより､背後

地に丙分配された｡大連か ら営口-鉄道で輸送 した理由の-I-つは､鉄道運賓が､船賃 より安か

ったからである.｡1915牢の大連海関の報告によると､下等紙が 1915牢に盛んに大連港に移入

されたo汽船二隻で大連港に到着 し､鉄道で営口-連絡輸送された｡それは,船賃が高かった

ため､牢荘にある商家が鉄道を利潤 したからであった33)0

--万､奉天では､紙類は主に奉天および周囲で消費された.:.奉天市場は､大連商業ネ ッ トワ

ークの直接かつ最 も重要な-環であった｡

②それ以外の各主要駅では､大連発の割合が増えた.｡特に 1935牢以降､ほとんどの駅では､

大連発の割合が四､五割以上になったo これは大連商業ネ ットワ一一クの拡大を反映 したもので

ある.)

これ らの特徴を総合的に考えると､紙類において営 口の流通 ネッ トワー クの衰退及び大連流

通ネットワークの拡張が明 らかであるu

3 各地の紙類消費の特徴

次に､紙の種類の消費構成を検討する｡ 大連港の背後地の文化 ･経済 ･産業 ･住民構成とい

った地域特徴をたどり､それが紙類の消費とどのように関係 していたかを考察 しよう｡

(i) 紙類消費の地域的特徴

表 3によると､特に大連 ･奉天 ･長春 ･-ルビンにおける新聞用紙の需要が高かったQ

新聞を発行 しない､あるいは発行部数が少ない地域では､新聞用紙の需要 も低かった.〕｢南満

洲｣三港のひとつの安東をみよう.｡1919年末､新聞の種類数において､大連では4種類､牛荘

では 2種類が発行 されていたが､安東では 1種類 しかなかった34㌔ 音別0年代前期の調査による

と､安東の後背地は比較的交通不便なので､｢文明の機運に接する機会少なき為め一一一一一般に民度低

く旧慣を墨守するもの多きを以て上 紙類の需要も甚だ少なかった｡特に外国紙の使用は､安東

市内の 日本人および-部の中国人に限 られた35)a

地域の産業上の特徴 も紙類の消費状況に反映 した.｡遼陽では､朝鮮紙の需要が全 ｢満洲 ｣ の

なかでも奉天に次いでいた.〕それは､遼陽が ｢満洲｣における第一の焼酒製造地で､容器 の柳

磯製角形龍の漏洩を防ぐために内面に朝鮮紙を貼ったからである｡朝鮮紙の需要が高かったた

め､毎年朝鮮紙を販売する朝鮮人が来て局店 (間業者)に寄宿 し､年額約---万円内外の貿易額

があったとい うO

金融の発達も､紙幣の用紙の需要を増加させた.〕例えば関東庁の 1910年代前期の調査による
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と､東北三省の商業 ｡金融中心地である奉天では､紙幣の用紙 としての ｢鳥の手紙｣を 商 舗 の

信用手形として使っていたL｡また､従来北京で印刷 された中国 各銀行発行の紙幣は､奉天で自

由に印刷することが出来るようになった｡紙の晶質は従来､中以下のものの需要が多かったが､

漸次福井産物紙などの上品物に変化 した∴それ まで奉天では､--｢1四十連以 上の注文はまれで

あったが､吉林及黒竜江省方面から官帖印刷用として大[jの注文が入るようになり､-･-か牢の

需要額が六百連合内外になったとい う36)∩

和紙の使用は､ほとんど日本人に限られた.｡和紙の消費地域範囲は､日本人が住んでいたと

ころのみであったこ.

(二l 奉天 ･/＼ルt-1tンにおける紙頬の消費

大連港の背後地の中でとくに奉天とハルビンにおける紙類の消費構造にふれておこうO その

理由は､奉天が大連商業ネットワークの重要な一一環であり､-ルビンが中東鉄道の重 要 な 都市

でウラジオス トク港と密接な関係を持っていたからである｡

① 奉天

奉天の祇類消費の変化の趨勢は､大連港の紙叛輸移入構造 と同じである｡焼結の割合の減少

が一番はなはだしい01915年には焼結は全休の 58.9%を占めていたが､十年後の 1925牢には

2.4%しか占めていない｡更紙の割合は 漫915年の 1.2%から､1925年には 6.1%に増加 した37)Q奉

天における新聞紙発行部数の増加が､更砥消費増加の主要原因であったO

また､教育の発達にともない､書籍文具の販売も好調 となった38)Q

(ヨ ハルビン

中東鉄道の敷設によって勃興した大都市-ルビンは ｢北満洲｣の中心市場であり､｢満洲J地

域で新聞発行種類が一一番多い都市だったので､新聞用紙に対する需要 も多かった.-′レビンに

おける紙額の内訳をみると､1929年のハルビンにおいて更紙が四割を責めていた39㌔

ハルビンでは紙類は生産 しておらず､その需要はすべて外部から鉄道と馬車などにより輸入

されたoその輸入ルーートは､大連港など ｢南満洲｣三港経由とウラジオス トク経由の二つがあ

ったが､その大部分は大連経由であった.｡1910牢から 1925牢上半期までの統計によると､

1910115牢､1921-23牢におけるウラジオス トク港からの紙類の輸入はなかったLl大連港の紙類

の輸移入畳はウラジオス トク港よりはるかに多かった40)0

おわリに

本稿では､｢満洲 ｣ の紙類流通をめぐる推移を検討 し､以下のことを明らかにしたL,
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貿易総額から見れば､音9漫2年に太遠藤が半荘港を越えたが､紙頬については､大連港の優勢

は ま924年からのことであったO外国紙と中国紙の流通構造からみれば､中国紙の翰移丸を中心

とする牛荘港と､外国紙の輸移入を中心とする大連港とい う分業体制が成立していた,

太適確の外国紙の主要仕入地は日本であった9｢雨滴酬｣三港における板紙 ･巻煙草用紙 8印

刷用嫉 く普通とメカニか レ･ウッ ド,パルプを伺いていないもの二種類い 藁板紙 や日本紙 ･化

粧紙などの輸入のほとんど全部は大連港経由であった｡

大連港を中心とする紙頬の種類流通の変化から､背後地の ｢溝洲｣地域社会の変容が うかが

えるQ｢潤洲｣地域における中国紙消費の代表である葬儀用紙の焼紙は､豆910年代前期まで中

国紙輸移入の四割を占めていた〕1920牢代には､一割に減った)外国紙の代表としての印刷紙

は､lL)15牢の 1.5tJ'′1.から､1930牢には 18.1%に激増 した..,この時期に近代文化事業が発展した

ことは､滴洲地域における新聞の繁栄からもうかがえる｡

鉄道統計によって､大連港から輸移入された紙の背 後 地 - の 流通ルー トが分かる｡その流通

ル- トをたどると､背後地における各都市の紙類需要状 況 の不均衡橡をうかが うことが出来る｡

やはり大連 ･長春 ･奉天 ･-ルビンが祇類の主要消費地であった.二

また､この流通ル- トは､営口と大連の商業ネットワ-タの消長を反映 していた｡1920年代

半ばまでは営口商業ネットワ一一クが優勢であったが､大連発営【-コ着の割合からみると､綿織物

の優勢が確立した｡各駅音量のなかで大連発の割合が優勢になった｡紙頬の取引中心地も営口

から大連に移ったF､これは､大連商業ネットワー･-1クの拡張と優位性 を反映 したものである.｡

大連港の背後地の紙類の消費のあり方は､各地域の文化 ･経済 ･産業 ･住民構成によりそれ

ぞれ異なっていた｡奉天と-ルビンは､紙頓消費の中心地であり､祇頓の供給を主に大連港に

仰いだO大連商業ネットワークの中心地である奉天は､その五割以上を大連港から直接搬入 し

要な都市であったが､ウラジオス トク港からの紙類輸入が少なかったので､祇類の供給につい

ては大連商業ネットワー クに組み込まれていたことがわかった.,

<注>

i) 中国古代の紙 と印刷L7)技術史についての研究は､銭存訓 『中国科学技術史 voL511紙 与印刷』科学出

版社上海古籍出版社､1990flo(TsitmTsLl亡n-1lsuin, ScienceandCiヽ･ilizationinChinaVolumeV Paperand
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